
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線を同時選択するマルチライン駆動法により表示パネルを駆動する表示ドラ
イバであって、
　線形フィードバックシフトレジスタを有し、線形フィードバックシフトレジスタにより
疑似的な乱数系列を発生する１又は複数の符号発生器と、
　１又は複数の前記符号発生器に含まれる線形フィードバックシフトレジスタのＫ個（Ｋ
は２以上の整数）のタップに出力される乱数系列を受け、フィールドの選択順序をランダ
ムに変化させるフィールド選択信号を乱数系列に基づいて生成する信号ジェネレータと、
　前記フィールド選択信号により選択されるフィールドに対応する走査信号を走査線に出
力して、走査線を選択駆動する走査ドライバとを含み、
　前記信号ジェネレータが、
　Ｋ個のタップからの乱数系列により各ビットが構成されるＫビットのデータがそのロー
ド値に設定され、カウント値を前記ロード値からインクリメント又はデクリメントすると
共に、カウント値が上限値及び下限値の一方に達した場合には上限値及び下限値の他方に
カウント値を戻すフィールドカウンタを含み、前記フィールドカウンタのカウント値に応
じたフィールド選択信号を生成することを特徴とする表示ドライバ。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記信号ジェネレータが、
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　１つの符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップに出力さ
れる乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成することを特徴とする表示ドライバ
。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記信号ジェネレータが、
　線形フィードバックシフトレジスタを構成する隣り合うＫ個のレジスタのタップに出力
される乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成することを特徴とする表示ドライ
バ。
【請求項４】
　請求項１において、
　前記信号ジェネレータが、
　複数の符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップに出力さ
れる乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成することを特徴とする表示ドライバ
。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記符号発生器が、
　Ｍ系列の乱数系列を発生する発生器であることを特徴とする表示ドライバ。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか記載の表示ドライバと、
　前記表示ドライバにより駆動される表示パネルと、
　を含むことを特徴とする電気光学装置。
【請求項７】
　複数の走査線を同時選択するマルチライン駆動法により表示パネルを駆動する方法であ
って、
　１又は複数の符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタにより疑似的な乱
数系列を発生し、
　１又は複数の前記符号発生器に含まれる線形フィードバックシフトレジスタのＫ個（Ｋ
は２以上の整数）のタップに出力される乱数系列により各ビットが構成されるＫビットの
データを、フィールドカウンタのロード値に設定し、前記フィールドカウンタのカウント
値を前記ロード値からインクリメント又はデクリメントすると共に、カウント値が上限値
及び下限値の一方に達した場合には上限値及び下限値の他方にカウント値を戻し、前記フ
ィールドカウンタのカウント値に応じたフィールド選択信号を生成し、
　生成された前記フィールド選択信号により選択されるフィールドに対応する走査信号を
走査線に出力して、走査線を選択駆動することを特徴とする駆動方法。
【請求項８】
　請求項７において、
　１つの符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップに出力さ
れる乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成することを特徴とする駆動方法。
【請求項９】
　請求項７において、
　複数の符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップに出力さ
れる乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成することを特徴とする駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示ドライバ、電気光学装置、及び駆動方法に関する。
【０００２】
【背景技術】
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液晶表示装置（広義には電気光学装置）では、動画表示などに対応するために応答速度の
速い液晶材料を採用することが望まれる。しかしながら、液晶の応答速度を速くすると、
いわゆるフレーム応答と呼ばれる現象が生じ、フリッカやコントラストの低下などの問題
を招く。このような問題を解決するものとして、マルチライン駆動法（ＭＬＳ）と呼ばれ
る従来技術が知られている。
【０００３】
【特許文献１】
特開平９－２１８３８５号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
このＭＬＳ方式の表示ドライバでは、複数の走査線が同時選択されて表示パネルが駆動さ
れる。そして走査線は複数のグループにグループ分けされ、同じグループに属する走査線
には、１フレームにおいて互いに直交するような走査信号（選択信号）が与えられる。ま
た選択期間は、複数のサブ選択期間（フィールド）に分割され、各サブ選択期間毎に走査
信号に対して電圧が設定される。そしてデータ線に与えるデータ信号は、表示データに対
して所定のＭＬＳ演算を行うことで求められる。
【０００５】
ところが、このＭＬＳ方式の表示ドライバでは、走査線（コモン）に沿ったすじ状の表示
むらが生じることが判明した。このようなすじ状の表示むらは、例えばフィールド選択の
順番を適宜入れ替える手法により防止することも可能である。しかしながら、このような
手法では、表示ドライバを構成する回路が複雑化したり、大規模化するなどの問題を招く
と共に、すじ状の表示むらを完全には除去できないという課題がある。更に、フィールド
選択の順番の入れ替えの方法や、それを実現する回路を、表示ドライバの機種毎に設計し
直さなければならず、設計期間の長期化や開発コストの高コスト化を招く。
【０００６】
本発明は以上のような課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、すじ
状の表示むらの発生等を防止できる表示ドライバ、電気光学装置、及び駆動方法を提供す
ることにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、複数の走査線を同時選択するマルチライン駆動法により表示パネルを駆動する
表示ドライバであって、線形フィードバックシフトレジスタを有し、線形フィードバック
シフトレジスタにより疑似的な乱数系列を発生する１又は複数の符号発生器と、１又は複
数の前記符号発生器に含まれる線形フィードバックシフトレジスタのＫ個（Ｋは２以上の
整数）のタップに出力される乱数系列を受け、フィールドの選択順序をランダムに変化さ
せるフィールド選択信号を乱数系列に基づいて生成する信号ジェネレータと、前記フィー
ルド選択信号により選択されるフィールドに対応する走査信号を走査線に出力して、走査
線を選択駆動する走査ドライバとを含む表示ドライバに関係する。
【０００８】
本発明では、線形フィードバックシフトレジスタを利用して擬似的な乱数系列が発生され
、この擬似的な乱数系列に基づいて、フィールドの選択順序をランダムに変化させるフィ
ールド選択信号が生成される。そしてこのフィールド選択信号に基づいて、フィールドの
選択順序をランダムに変化させながら、走査線が選択駆動される。このようにすることで
、走査信号に現れる周波数成分を周波数拡散することが可能になり、すじ状の表示むらの
発生等を防止できる。しかも、擬似的な乱数系列の発生は線形フィードバックシフトレジ
スタを用いて行われるため、小規模な構成の符号発生器を付加するだけで、すじ状の表示
むらの発生を防止できるという利点がある。
【０００９】
また本発明では、前記信号ジェネレータが、１つの符号発生器が有する線形フィードバッ
クシフトレジスタのＫ個のタップに出力される乱数系列に基づいて、フィールド選択信号
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を生成してもよい。
【００１０】
このようにすれば、１つの符号発生器を用いて、ランダムに変化するＫビットのデータを
生成し、このＫビットのデータを用いてフィールド選択信号を生成できるようになる。従
って、表示ドライバの更なる小規模化を図れる。
【００１１】
また本発明では、前記信号ジェネレータが、線形フィードバックシフトレジスタを構成す
る隣り合うＫ個のレジスタのタップに出力される乱数系列に基づいて、フィールド選択信
号を生成するようにしてもしてもよい。
【００１２】
なお、隣り合わないＫ個のレジスタのタップに出力される乱数系列に基づいて、信号ジェ
ネレータがフィールド選択信号を生成するようにしてもよい。
【００１３】
また本発明では、前記信号ジェネレータが、複数の符号発生器が有する線形フィードバッ
クシフトレジスタのＫ個のタップに出力される乱数系列に基づいて、フィールド選択信号
を生成するようにしてもよい。
【００１４】
このようにすれば、例えば、第１～第Ｋの符号発生器が有する線形フィードバックシフト
レジスタのタップに出力される第１～第Ｋの乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を
生成することも可能となる。
【００１５】
また本発明では、前記信号ジェネレータが、Ｋ個のタップからの乱数系列により各ビット
が構成されるＫビットのデータがそのロード値に設定され、カウント値を前記ロード値か
らインクリメント又はデクリメントすると共に、カウント値が上限値及び下限値の一方に
達した場合には上限値及び下限値の他方にカウント値を戻すフィールドカウンタを含み、
前記フィールドカウンタのカウント値に応じたフィールド選択信号を生成するようにして
もよい。
【００１６】
このようにすれば、線形フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップからの乱数系列に
基づいて、フィールドカウンタのロード値が設定される。そしてフィールドカウンタは、
このロード値を初期値として、カウント値のインクリメント又はデクリメントを行う。こ
れにより、フィールドの選択の順序をランダムに入れ替えるためのフィールド選択信号を
、小規模な構成で生成できるようになる。
【００１７】
また本発明では、前記符号発生器が、Ｍ系列の乱数系列を発生する発生器であってもよい
。
【００１８】
このようにすれば、より短い長さの線形フィードバックシフトレジスタにより、より長い
周期の擬似的な乱数系列を発生できるため、符号発生器の更なる小規模化を図れる。なお
符号発生器がＧＯＬＤ系列の乱数系列を発生するものであってもよい。
【００１９】
また本発明は、上記のいずれか記載の表示ドライバと、前記表示ドライバにより駆動され
る表示パネルとを含む電気光学装置に関係する。
【００２０】
また本発明は、複数の走査線を同時選択するマルチライン駆動法により表示パネルを駆動
する方法であって、１又は複数の符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタ
により疑似的な乱数系列を発生し、１又は複数の前記符号発生器に含まれる線形フィード
バックシフトレジスタのＫ個（Ｋは２以上の整数）のタップに出力される乱数系列に基づ
いて、フィールドの選択順序をランダムに変化させるフィールド選択信号を生成し、生成
された前記フィールド選択信号により選択されるフィールドに対応する走査信号を走査線
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に出力して、走査線を選択駆動する駆動方法に関係する。
【００２１】
また本発明では、１つの符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個の
タップに出力される乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成するようにしてもよ
い。
【００２２】
また本発明では、複数の符号発生器が有する線形フィードバックシフトレジスタのＫ個の
タップに出力される乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成するようにしてもよ
い。
【００２３】
また本発明では、Ｋ個のタップからの乱数系列により各ビットが構成されるＫビットのデ
ータをフィールドカウンタのロード値に設定し、前記フィールドカウンタのカウント値を
前記ロード値からインクリメント又はデクリメントすると共に、カウント値が上限値及び
下限値の一方に達した場合には上限値及び下限値の他方にカウント値を戻し、前記フィー
ルドカウンタのカウント値に応じたフィールド選択信号を生成するようにしてもよい。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説
明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するもので
はない。また以下で説明される構成の全てが本発明の必須構成要件であるとは限らない。
【００２５】
１．電気光学装置、表示ドライバ
図１に、本実施形態の電気光学装置及び表示ドライバの構成例を示す。
【００２６】
電気光学装置（狭義には液晶表示装置）は、表示パネル１００（狭義には液晶パネル）と
表示ドライバ１１０を含む。
【００２７】
表示パネル１００は、複数のデータ線（セグメント）と、複数の走査線（コモン）と、デ
ータ線及び走査線により特定される複数の画素を有する。そして、各画素領域における電
気光学素子（狭義には、液晶素子）の光学特性を変化させることで、表示動作を実現する
。
【００２８】
表示ドライバ１１０は、表示パネル１００をＭＬＳ (Multi Line Selection）駆動法によ
り駆動するものであり、データドライバ１２０（セグメントドライバ）と走査ドライバ１
３０（コモンドライバ）を含む。データドライバ１２０は、表示データに基づいて表示パ
ネル１００のデータ線をマルチライン駆動法により駆動する。走査ドライバ１３０は、表
示パネル１００の走査線を、複数の走査線を同時選択しながら順次走査駆動する。
【００２９】
表示ドライバ１１０は表示コントローラ１４０（制御部）を含む。表示コントローラ１４
０は、データドライバ１２０、走査ドライバ１３０、電源回路１５０の制御等を行う。よ
り具体的には、表示コントローラ１４０は、データドライバ１２０や走査ドライバ１３０
に対しては、各種の制御信号（フレーム信号ＦＲ、フィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２等）を
供給する。また電源回路１４０に対しては電源設定についての指示を行う。この表示コン
トローラ１４０の機能は例えばＡＳＩＣであるコントローラ回路により実現できる。或い
は汎用プロセッサ（ＣＰＵ）により表示コントローラ１４０の機能を実現してもよい。
【００３０】
表示コントローラ１４０は符号発生器１０（乱数発生回路）と信号ジェネレータ２０（信
号生成回路）を含む。符号発生器１０は疑似的な乱数系列を発生する。より具体的には符
号発生器１０（乱数発生器）は、線形フィードバックシフトレジスタ（ＬＦＳＲ）を有し
、この線形フィードバックシフトレジスタ（複数のレジスタがカスケード接続されると共
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にレジスタの入力へのフィードバックラインを有するシフトレジスタ）を用いて疑似的な
乱数系列（ＰＮ系列）を発生する。符号発生器１０が発生する疑似乱数（疑似ランダム）
系列としては例えばＭ系列（ Maximal-length-sequences）やＧＯＬＤ系列などを考えるこ
とができる。なお表示コントローラ１４０が含む符号発生器１０は複数であってもよい。
【００３１】
信号ジェネレータ２０は、符号発生器１０に含まれる線形フィードバックシフトレジスタ
のＫ個（Ｋは２以上の整数）のタップ（レジスタの出力端子）に出力される乱数系列を受
け、これらの乱数系列に基づいてフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２（Ｋビットの信号）を生
成する。即ちフィールドの選択順序がランダムに変化するように、フィールド選択信号Ｆ
１、Ｆ２を生成する。なお信号ジェネレータ２０は、１つの符号発生器１０が有する線形
フィードバックシフトレジスタのＫ個のタップに出力される乱数系列に基づいて、フィー
ルド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成してもよい。或いは表示コントローラ１４０に、複数の符
号発生器１０を含ませ、これらの複数の符号発生器（第１～第Ｋの符号発生器）に含まれ
る線形フィードバックシフトレジスタのタップに出力される複数の乱数系列（第１～第Ｋ
の乱数系列）に基づいて、フィールド選択信号を生成してもよい。またフィールド選択信
号のビット数は２ビットに限定されず、３ビット以上であってもよい。
【００３２】
電源回路１５０は、外部から供給される基準電圧に基づいて、表示パネル１００の駆動に
必要な各種の電源電圧を生成する。そして、生成された電源電圧を、データドライバ１２
０や走査ドライバ１３０に供給する。
【００３３】
なお表示ドライバ１１０は図１の全ての構成要素を含む必要はなく、その一部を省略して
もよい。例えばデータドライバ１２０や電源回路１５０を表示ドライバ１１０に含まない
構成としてもよい。
【００３４】
２．データドライバ
図２にデータドライバ１２０の構成例を示す。なおデータドライバ１２０は図２の構成要
素の一部を省略する構成としてもよい。
【００３５】
データドライバ１２０は表示データメモリ１２２（表示データＲＡＭ）を含む。表示デー
タメモリ１２２には、１又は複数画面分の表示データが記憶される。この表示データの書
き込み制御、読み出し制御は例えば図１の表示コントローラ１４０により行われる。なお
表示データメモリ１２２をデータドライバ１２０（表示ドライバ１１０）に内蔵させない
構成としてもよい。
【００３６】
データドライバ１２０はＭＬＳデコーダ１２４を含む。このＭＬＳデコーダ１２４は、表
示データメモリ１２２からの表示データや表示コントローラ１４０からの制御信号（ＦＲ
、Ｆ１、Ｆ２）に基づいてＭＬＳ演算を行う。そして、各フレームの各フィールドにおい
てデータ線（ＳＥＧ１～ＳＥＧＩ）に印加すべきデータ信号の電圧レベルを決定する。こ
のＭＬＳデコーダ１２４でのＭＬＳ演算は、ＭＬＳ演算を行う組み合わせ論理回路により
実現してもよいし、表示データに対応したＭＬＳ演算結果を出力するＲＯＭにより実現し
てもよい。
【００３７】
データドライバ１２０はレベルシフタ１２６と電圧セレクタ１２８（駆動回路）を含む。
レベルシフタ１２６は、ＭＬＳデコーダ１２４からの出力信号を受け、電圧レベルの変換
を行って、電圧セレクタ１２８に出力する。そして電圧セレクタ１２８は、電源回路１５
０からの電圧Ｖ２、Ｖ１、ＶＣ、ＭＶ１、ＭＶ２の中から、ＭＬＳデコーダ１２４でのデ
コード結果に対応した電圧を選択して、データ線に出力する。
【００３８】
３．走査ドライバ
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図３に走査ドライバ１３０の構成例を示す。なお走査ドライバ１３０は図３の構成要素の
一部を省略する構成としてもよい。
【００３９】
走査ドライバ１３０はシフトレジスタ１３２を含む。このシフトレジスタ１３２は、先頭
のレジスタに入力された１ビットの信号ＤＩを順次シフトする。例えば４ライン同時選択
の場合には、４本の走査線を同時選択する毎にＤＩを１ビットずつシフトする。そして例
えば信号ＤＩは１フィールド毎にシフトレジスタ１３２に入力され、シフトレジスタ１３
２は１フィールド毎にこのシフト動作を繰り返す（完全分散の場合）。
【００４０】
走査ドライバ１３０は走査パターンデコーダ１３３と出力イネーブル回路１３４を含む。
走査パターンデコーダ１３３は、表示コントローラ１４０からの制御信号（ＦＲ、Ｆ１、
Ｆ２）を受け、各フレームの各フィールドにおいて走査線（ＣＯＭ１～ＣＯＭＪ）に印加
すべき走査信号の電圧レベルを決定する。また出力イネーブル回路１３４は、走査パター
ンデコーダ１３３からの信号とシフトレジスタ１３２からのシフト出力信号を受け、走査
線への走査信号（選択信号）の出力イネーブル制御を行う。
【００４１】
走査ドライバ１３０はレベルシフタ１３６と電圧セレクタ１３８（駆動回路）を含む。レ
ベルシフタ１３６は出力イネーブル回路１３４からの出力信号を受け、電圧レベルの変換
を行って、電圧セレクタ１３８に出力する。そして電圧セレクタ１３８は、電源回路１５
０からの電圧Ｖ３、ＶＣ、ＭＶ３の中から、走査パターンデコーダ１３３でのデコード結
果に対応した電圧を選択して、走査線に出力する。
【００４２】
４．ＭＬＳ演算
図４（Ａ）に４ライン同時選択のＭＬＳ駆動において、１フレームを分割した各フィール
ド１Ｆ～４Ｆにおいて走査線（ＣＯＭ１～ＣＯＭ４）に印加される走査信号の波形（コモ
ン波形）の例を示す。また図４（Ｂ）に示すような表示を行う場合のＭＬＳ演算の例を、
図４（Ｃ）に示す。このＭＬＳ演算は図２のＭＬＳデコーダ１２４により行われる。
【００４３】
図４（Ｃ）のＡ１、Ａ２に示す４行４列の直交行列は、図４（Ａ）の走査信号の波形に対
応するものである。この行列の１行目、２行目、３行目、４行目の要素は、図４（Ａ）の
ＣＯＭ１、ＣＯＭ２、ＣＯＭ３、ＣＯＭ４の波形に対応する。なお、この行列の各要素は
、高電位側の選択電圧（Ｖ３）が「１」と表されており、低電位側の選択電圧（ＭＶ３）
が「－１」と表されている。
【００４４】
また図４（Ｂ）において、黒丸は黒表示を意味し、白丸は白表示を意味する。そして図４
（Ｃ）のＡ３に示す１行４列の行列は図４（Ｂ）のＳＥＧ１に対応し、Ａ４に示す１行４
列の行列はＳＥＧ２に対応する。この行列の各要素は、黒表示である黒丸が「－１」と表
されており、白表示である白丸が「１」と表されている。
【００４５】
そしてこれらの行列を用いた行列演算を行うことで、各フィールドにおいてデータ線に印
加すべき電圧のレベルが決定される。例えば図４（Ｃ）のＡ５に示す行列演算結果から、
ＳＥＧ１に対しては、各フィールド１Ｆ、２Ｆ、３Ｆ、４ＦにおいてＶＣ、ＶＣ、ＭＶ２
、ＶＣの電圧を印加すればよいことが分かる。また図４（Ｃ）のＡ６に示す行列演算結果
から、ＳＥＧ２に対しては、各フィールド１Ｆ、２Ｆ、３Ｆ、４ＦにおいてＭＶ１、Ｖ１
、ＭＶ１、Ｖ１の電圧を印加すればよいことが分かる。
【００４６】
図４（Ｃ）のようなＭＬＳ演算を行った場合に、ＳＥＧ１、ＳＥＧ２に印加されるデータ
信号や、ＣＯＭ１～ＣＯＭ４に印加される走査信号の波形例を図５に示す。なお図５では
、選択期間（図４（Ａ）のＴＳ）での波形のみを示しており、非選択期間（図４（Ａ）の
ＴＮ）での波形は省略して示している。
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【００４７】
図５のＢ１～Ｂ９に、１フレームにおいて液晶（広義には表示素子）に印加される電圧の
実効値の演算結果を示す。これらの演算結果から、データ線ＳＥＧ１、ＳＥＧ２において
、図４（Ｂ）に示す黒表示、白表示が適正に行われることが理解できる。
【００４８】
なお図４（Ａ）（Ｂ）、図５では、４本の走査線を同時選択する場合の例を示したが、同
時選択する走査線の本数は２本や３本であってもよいし、５本以上であってもよい。
【００４９】
またフレームに対するフィールドの分散の仕方には種々の手法が考えられる。例えば図６
（Ａ）に完全分散駆動の例を示し、図６（Ｂ）に半分散駆動の例を示す。図６（Ａ）の完
全分散駆動では、１フィールド（１Ｆ）～４フィールド（４Ｆ）のデータによる駆動を１
画面（１フレーム）内で分散して行う。即ち、１フィールド目のデータで画面の上から下
まで駆動した後、２フィールド目のデータで画面の上から下まで駆動する。次に３フィー
ルド目のデータで画面の上から下まで駆動し、最後に４フィールド目のデータで画面の上
から下まで駆動する。一方、図６（Ｂ）の半分散駆動では、上側の画面、下側の画面の各
々で完全分散駆動を行う。
【００５０】
より具体的には図６（Ａ）の完全分散駆動では、走査線が、ＣＯＭ１～４、ＣＯＭ５～８
、ＣＯＭ９～１２、ＣＯＭ１３～１６、ＣＯＭ１７～２０、ＣＯＭ２１～２４の走査線グ
ループにグループ分けされている。そしてこれらのグループ分けされた各走査線グループ
が同時に選択される。例えば１フィールド目においては、ＣＯＭ１～４、ＣＯＭ５～８、
ＣＯＭ９～１２、ＣＯＭ１３～１６、ＣＯＭ１７～２０、ＣＯＭ２１～２４の順で走査線
グループが順次選択され、図５の期間ＴＳ１での波形の走査信号、データ信号が走査線、
データ線に印加される。次の２フィールド目でも、ＣＯＭ１～４、ＣＯＭ５～８・・・・
・ＣＯＭ２１～２４の順で走査線グループが順次選択される。そして図５の期間ＴＳ２で
の波形の走査信号、データ信号が走査線、データ線に印加される。３フィールド目、４フ
ィールド目でも同様である。
【００５１】
５．すじ状の表示むら
図７（Ａ）に、フィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成する比較例の信号ジェネレータ５２
０の例を示す。この信号ジェネレータ５２０は、フリップフロップＦＦ３１、ＦＦ３２（
レジスタ）とインクリメンタ５２２を有する。
【００５２】
フリップフロップＦＦ３１、ＦＦ３２は、図示しないリセット信号によりリセットされ、
そのカウント値の初期値として「０」、「０」が設定される。そしてインクリメンタ５２
２には、ＦＦ３１、ＦＦ３２の出力信号Ｑ３１、Ｑ３２が入力される。インクリメンタ５
２２は、信号Ｑ３１、Ｑ３２で表される２ビットのカウント値ＣＴを例えば「＋１」だけ
インクリメントする処理を行う。そしてインクリメント後の２ビットのカウント値ＣＴを
表す信号ＩＱ５１、ＩＱ５２が、インクリメンタ５２２からフリップフロップＦＦ３１、
ＦＦ３２のデータ端子に入力される。そしてＦＦ３１の出力信号Ｑ３１と、ＦＦ３２の反
転出力信号Ｑ３２Ｂが、フィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２として出力される。なおフリップ
フロップＦＦ３１、ＦＦ３２のカウント値ＣＴは、「３」に達する毎に、図示しないリセ
ット信号によりリセットされる。
【００５３】
図７（Ｂ）に信号ジェネレータ５２０の信号波形例を示す。図７（Ｂ）に示すように、フ
リップフロップＦＦ３１、ＦＦ３２とインクリメンタ５２２により構成されるフィールド
カウンタのカウント値ＣＴは、「０」、「１」、「２」、「３」といようにインクリメン
トされた後、「０」にリセットされ、このインクリメントとリセットが繰り返される。そ
して信号ジェネレータ５２０からは、このカウント値ＣＴの値に応じたフィールド選択信
号Ｆ１、Ｆ２が出力される。
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【００５４】
そして例えばＦ１、Ｆ２が「０」、「０」であればフィールド１Ｆが選択され、Ｆ１、Ｆ
２が「１」、「０」であればフィールド２Ｆが選択される。またＦ１、Ｆ２が「０」、「
１」であればフィールド３Ｆが選択され、Ｆ１、Ｆ２が「１」、「１」であればフィール
ド４Ｆが選択される。
【００５５】
さて、図７に示すような信号ジェネレータ５２０により生成されたフィールド選択信号Ｆ
１、Ｆ２を用いてＭＬＳ駆動を行った場合に、走査線に沿ったすじ状の表示むらが発生す
ることが判明した。
【００５６】
即ち液晶パネルにおいては、液晶に直流電圧が印加されて液晶が焼き付くのを防止するた
めに、フレーム反転駆動が行われる。例えばフレーム信号ＦＲ（駆動交流化信号）に基づ
いて、走査線、データ線に印加される電圧を中心電圧ＶＣを基準にしてフレーム毎に極性
反転させる。例えば図８（Ａ）に示すような走査信号の波形は、図８（Ｂ）に示すように
中心電圧ＶＣ（極性反転基準電圧）を基準にフレーム毎に極性反転される。
【００５７】
この場合に、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２の波形には、図８（Ｂ）のＤ１、Ｄ２に示すような低周
波数成分が現れる。一方、ＣＯＭ３、ＣＯＭ４の波形には、Ｄ３、Ｄ４に示すような高周
波数成分が現れる。そして、これらの周波数成分の違いが起因となって、すじ状の表示む
らが表示パネルに発生する。
【００５８】
６．符号発生器
以上のような問題を解決するために本実施形態では、図１に示すような符号発生器１０を
設け、信号ジェネレータ２０が、符号発生器１０が発生する乱数系列（拡散符号系列）に
基づいて、フィールドの選択順序をランダムに変化させるフィールド選択信号を生成する
ようにしている。これにより、ＭＬＳ駆動パターンに現れる周波数成分（図８（Ｂ）のＤ
１～Ｄ４）を周波数拡散することができ、すじ状の表示むらの発生を防止できる
図９に、符号発生器１０、信号ジェネレータ２０の構成の一例を示す。なお図９の構成要
素の一部を省略した構成としてもよい。
【００５９】
符号発生器１０（疑似乱数発生器）は、フリップフロップＦＦ１～ＦＦ４（広義にはシフ
ト値の保持手段）を含む。これらの４個（広義にはＮ個。Ｎは２以上の整数）のフリップ
フロップＦＦ１～ＦＦ４はカスケード接続されたシフトレジスタである。これらのフリッ
プフロップＦＦ１～ＦＦ４（シフトレジスタ）と加算器１２（排他的論理和ゲート）とフ
ィードバックループＦＬＰにより、線形フィードバックシフトレジスタＬＦＳＲが構成さ
れる。
【００６０】
より具体的には、ＦＦ３の出力信号（タップ）Ｑ３とＦＦ４の出力信号（タップ）Ｑ４が
加算器１２に入力される。そして加算器１２の出力信号（ＦＬＰ）が、初段のＦＦ１のデ
ータ端子にフィードバックされて入力される。またＦＦ１～ＦＦ４には、図示しないリセ
ット信号、セット信号によりリセット、セットされることで、「０」或いは「１」が初期
値として設定される。そしてクロックＣＬＫ１に基づいてＦＦ１～ＦＦ４がシフト動作す
ることで、ＦＦ４のＱ４のタップに、Ｍ系列の擬似的な乱数系列が発生する。またＦＦ３
のＱ３のタップにもＭ系列の擬似的な乱数系列が発生する。
【００６１】
信号ジェネレータ２０は、Ｑ３、Ｑ４のタップに発生する擬似的な乱数系列（Ｋビットの
乱数系列）を受け、フィールドの選択順序をランダム（疑似ランダム）に変化させるフィ
ールド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成する。
【００６２】
より具体的には信号ジェネレータ２０はフリップフロップＦＦ１１、ＦＦ１２（広義には
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カウント値の保持手段）を含む。これらのＦＦ１１、ＦＦ１２とインクリメンタ２２とセ
レクタ２４によりフィールドカウンタＦＤＣＴが構成される。
【００６３】
フィールドカウンタＦＤＣＴはクロックＣＬＫ２に基づいてカウント動作を行う。このク
ロックＣＬＫ２は符号発生器１０のクロックＣＬＫ１の例えば４倍（広義にはＮ倍）の長
さの周期を持つクロックである。インクリメンタ２２には、これらのフィリップフロップ
ＦＦ１１、ＦＦ１２の出力信号Ｑ１１、Ｑ１２が入力される。
【００６４】
インクリメンタ２２は、信号Ｑ１１、Ｑ１２で表される２ビット（広義にはＫビット）の
カウント値ＣＴを、例えば「＋１」だけインクリメントする処理を行う。そしてインクリ
メント後の２ビットのカウント値ＣＴに相当する信号であるＩＱ１１、ＩＱ１２が、イン
クリメンタ２２からセレクタ２４に入力される。
【００６５】
セレクタ２４には、フリップフロップＦＦ３、ＦＦ４のＱ３、Ｑ４のタップからの乱数系
列と、インクリメンタ２２からの信号ＩＱ１１、ＩＱ１２が入力される。そしてセレクタ
２４は、まず初めにＦＦ３、ＦＦ４からの信号Ｑ３、Ｑ４（乱数系列によるロード値）を
選択し、選択されたＱ３、Ｑ４を、信号ＳＱ１１、ＳＱ１２としてＦＦ１１、ＦＦ１２の
データ端子に出力する。そしてＦＦ１１、ＦＦ１２の保持値であるカウント値ＣＴが、イ
ンクリメンタ２２によりインクリメントされると、セレクタ２４は、インクリメント後の
カウント値ＣＴに相当する信号ＩＱ１１、ＩＱ１２を選択する。そして選択されたＩＱ１
１、ＩＱ１２をＦＦ１１、ＦＦ１２に出力する。
【００６６】
その後、次のロード値（初期値）がロードされるまでの間は、セクレタ２４は、信号ＩＱ
１１、ＩＱ１２を選択して、ＦＦ１１、ＦＦ１２に出力する。一方、次のロード値をロー
ドするタイミングになると、セレクタ２４は、ＦＦ３、ＦＦ４からの信号Ｑ３、Ｑ４を選
択して、ＦＦ１１、ＦＦ１２に出力する。これによりＦＦ１１、ＦＦ１２のカウント値が
、Ｑ３、Ｑ４により特定されるロード値（乱数系列によるロード値）に再設定されるよう
になる。なおセレクタ２４の選択動作は信号ＳＥＬにより制御される。
【００６７】
そして図９では、ＦＦ１１の出力信号Ｑ１１と、ＦＦ１２の反転出力信号Ｑ１２Ｂが、フ
ィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２として出力される。これによりフィールドの選択をランダム
に変化させるフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２が生成されるようになる。
【００６８】
なおフィールドカウンタＦＤＣＴのカウント値ＣＴは、「３」（上限値）に達する毎に、
図示しないリセット信号によりリセットされ、「０」（下限値）に戻される。また図９で
はインクリメンタ２２を用いているが、インクリメンタ２２の代わりにデクリメンタを用
いてカウント値ＣＴのデクリメント処理を行うようにしてもよい。この場合には、ＦＦ１
１、ＦＦ１２のカウント値ＣＴは、「０」（下限値）に達する毎に、図示しないセット信
号によりセットされて、「３」（上限値）に戻されるようになる。
【００６９】
以上のように、図９のフィールドカウンタＦＤＣＴでは、符号発生器１０のＬＦＳＲの２
個（広義にはＫ個）のタップからの乱数系列により各ビットが構成される２ビット（広義
にはＫビット）のデータが、そのロード値に設定される。そしてＦＤＣＴは、ロード値を
初期値としてカウント値ＣＴをインクリメント（或いはデクリメント）すると共に、ＣＴ
が上限値「３」（或いは下限値「０」）に達した場合にはＣＴを下限値「０」（或いは上
限値「３」）に戻す。そして信号ジェネレータ２０は、ＦＤＣＴのカウント値ＣＴに基づ
いたフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成して出力することになる。
【００７０】
図１０に、図９の符号発生器１０、信号ジェネレータ２０の各種信号の波形例を示す。図
１０のＥ１に示すタイミングで、線形フィードバックシフトレジスタＬＦＳＲに（Ｑ１、
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Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４）＝（１、０、０、０）の初期値が設定される。これは図示しないセッ
ト信号やリセット信号に基づいてＬＦＳＲの保持値をセット又はリセットすることで実現
される。
【００７１】
その後、ＬＦＳＲのシフト動作が行われ、Ｅ２に示すように、ＬＦＳＲの保持値（Ｑ１～
Ｑ４）により表される１６進数のデータが「１」「２」「４」「９」「３」・・・・とい
うようにランダムに変化する。この場合に、これらのデータは完全な乱数系列ではなく擬
似的な乱数系列であるため、Ｅ３、Ｅ４に示すように所定の周期毎（図１０では１５周期
毎）に乱数系列が繰り返される。
【００７２】
信号ジェネレータ２０が含むフィールドカウンタＦＤＣＴには、ＬＦＳＲのタップＱ３、
Ｑ４に発生する乱数系列により各ビットが構成される２ビットのデータが、ロード値とし
て設定される。
【００７３】
例えば図１０のＥ５ではフィールドカウンタＦＤＣＴに「０」のロード値が設定される。
そしてＦＤＣＴは「０」「１」「２」「３」というようにカウント値ＣＴをインクリメン
トする。
【００７４】
一方、図１０のＥ６ではＦＤＣＴに「１」のロード値が設定される。そしてＦＤＣＴは「
１」「２」「３」というようにカウント値ＣＴをインクリメントする。そしてカウント値
ＣＴが上限値「３」に達するとＣＴを下限値「０」に戻す。これにより結局、カウント値
ＣＴは「１」「２」「３」「０」というように変化する。
【００７５】
また、図１０のＥ７ではＦＤＣＴに「２」のロード値が設定される。そしてＦＤＣＴは「
２」「３」というようにＣＴをインクリメントする。そしてカウント値ＣＴが上限値「３
」に達するとＣＴを下限値「０」に戻し、その後、「０」「１」といようにＣＴをインク
リメントする。これにより結局、カウント値ＣＴは「２」「３」「０」「１」というよう
に変化する。
【００７６】
そして図１０のＥ１のように「０」「１」「２」「３」というようにＣＴが変化すると、
Ｅ８のようにフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２が変化し、１Ｆ、２Ｆ、３Ｆ、４Ｆの順序で
フィールドが選択されるようになる。即ち（Ｆ１、Ｆ２）＝（０、０）の場合はフィール
ド１Ｆが選択され、（Ｆ１、Ｆ２）＝（１、０）の場合はフィールド２Ｆが選択され、（
Ｆ１、Ｆ２）＝（０、１）の場合はフィールド３Ｆが選択され、（Ｆ１、Ｆ２）＝（１、
１）の場合はフィールド４Ｆが選択される。そして各フィールド１Ｆ、２Ｆ、３Ｆ、４Ｆ
では、走査線（ＣＯＭ１～ＣＯＭ４）やデータ線（ＳＥＧ１、ＳＥＧ２）に図５に例示さ
れる電圧が印加され、これによりＭＬＳによる分散駆動が実現される。
【００７７】
また図１０のＥ６のように「１」「２」「３」「０」というようにＣＴが変化すると、Ｅ
９のようにフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２が変化し、２Ｆ、３Ｆ、４Ｆ、１Ｆの順序でフ
ィールドが選択されるようになる。そして各フィールド２Ｆ、３Ｆ、４Ｆ、１Ｆでは、図
５に例示される各フィールドに対応する電圧が印加されることになる。
【００７８】
また図１０のＥ７のように「２」「３」「０」「１」というようにＣＴが変化すると、Ｅ
１０のようにフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２が変化し、３Ｆ、４Ｆ、１Ｆ、２Ｆの順序で
フィールドが選択されるようになる。そして各フィールド３Ｆ、４Ｆ、１Ｆ、２Ｆでは、
図５に例示される各フィールドに対応する電圧が印加されることになる。
【００７９】
以上のように本実施形態によれば、符号発生器１０（ＬＦＳＲ）が発生する乱数系列に基
づいて、フィールドの選択順序がランダムに変化する。これにより、図７のＤ１～Ｄ４に

10

20

30

40

50

(11) JP 3801140 B2 2006.7.26



示すようなＭＬＳ駆動パターンにおける周波数成分を、周波数拡散することが可能になる
。この結果、走査線に沿ったすじ状の表示むらの発生を効果的に防止できる。
【００８０】
例えば図１１～図１４に、本実施形態の表示ドライバの回路シミュレーションを行い、Ｃ
ＯＭ１～ＣＯＭ４端子の出力電圧を記録し、記録された出力電圧に対してＦＦＴ（ Fast F
ourier Transform）解析を行うことで得られたパワースペクトルを示す。図１１～図１４
の上側のパワースペクトルは、図７（Ａ）の比較例の信号ジェネレータ５２０によりフィ
ールド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成した場合の例である。一方、図１１～図１４の下側のパ
ワースペクトルは、図９の本実施形態の符号発生器１０及び信号ジェネレータ２０により
フィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２を生成した場合の例である。
【００８１】
図１１～図１４の上側のパワースペクトルに示されるように、図７（Ａ）の比較例では、
複数の周波数においてパワースペクトルにピークが生じており、このピークがすじ状の表
示むらの発生の原因となっている。
【００８２】
これに対して図１１～図１４の下側のパワースペクトルに示されるように、本実施形態で
は、比較例で生じていたパワースペクトルのピークが、周波数拡散されており、ピークが
ほとんど無くなっている。従って、すじ状の表示むらが発生するのを防止できる。
【００８３】
しかも図７（Ａ）の比較例と図９の本実施形態を比較すれば明らかなように本実施形態で
は、このような周波数拡散を、小規模の符号発生器１０の付加と、信号ジェネレータ２０
へのセレクタ２４の付加だけで実現できる。
【００８４】
例えば本実施形態と異なる手法として、複数フレーム毎にフィールド選択の入れ替えを行
う手法を考えることができる。しかしながらこの手法では、フィールド選択の入れ替えを
行うフレームを特定するためのカウンタや、入れ替えの周期を設定するためのカウンタや
、これらのカウンタからのカウント値に基づいて論理演算を行う組み合わせ論理回路が必
要になり、回路が大規模化する。また、表示ドライバの機種毎に、フィールド選択の入れ
替えパターンを変更する必要があるため、回路の設計も煩雑化する。しかも、図１１～図
１４の下側のパワースペクトルに示すような最適な周波数拡散を得ることも難しい。
【００８５】
これに対して本実施形態によれば図９に示すように、符号発生器１０は４個のフリップフ
ロップＦＦ１～ＦＦ４と１ビットの加算器１２で構成できるため、小規模な構成で周波数
拡散を実現できる。特にＭ系列の符号発生器１０では、特定の長さのＬＦＳＲにおいて最
長の周期の乱数系列を得ることができる。しかも本実施形態によれば、このような小規模
の構成でありながら、図１１～図１４の下側のパワースペクトルに示すような最適な周波
数拡散を得ることができる。また図９では、１つの符号発生器１０の２個（広義にはＫ個
）のタップからの乱数系列に基づいて、フィールドカウンタＦＤＣＴのロード値を設定し
ている。このようにすれば、符号発生器１０を付加することによる表示ドライバの回路規
模の増加を最小限に抑えることが可能になる。
【００８６】
なお符号発生器１０の構成としては種々のものを採用できる。例えば図９では４ビットの
ＬＦＳＲを採用しているが、ＬＦＳＲのビット数はこれに限定されず、２ビットや３ビッ
トや５ビット以上にすることもできる。
【００８７】
例えば図１５（Ａ）にＬＦＳＲを用いた符号発生器（シフトレジスタ型の符号発生器）の
一般的な構成例を示す。本実施形態の符号発生器１０としては、図１５（Ａ）のように一
般化された種々の構成の符号発生器を採用できる。例えばＭ系列以外にもＧＯＬＤ系列を
利用した符号発生器を採用してもよい。
【００８８】
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図１５（Ａ）に示す符号発生器で生成される系列は一般的に下式（１）のように表すこと
ができる。
【００８９】
【数１】
　
　
　
上式（１）においてｆ n＝１に設定すると下式（２）のようになる。
【００９０】
【数２】
　
　
　
上式（２）は系列を発生する線形漸化式と呼ばれている。上式（２）においてａ i + j＝Ｘ j

ａ iとような遅延演算子を導入すると下式（３）のようになる。
【００９１】
【数３】
　
　
　
ここで下式（４）により示される多項式は特性多項式と呼ばれる。
【００９２】
【数４】
　
　
　
Ｍ系列のように、ＬＦＳＲの長さに対して系列長を最長にするためには、特性多項式は原
始多項式である必要がある。
【００９３】
４次の原始多項式としてｆ（ｘ）＝ｘ 4＋ｘ＋１を採用すると、符号発生器は図１５（Ｂ
）に示すような構成となる。この図１５（Ｂ）の４次のＭ系列の符号発生器が図９の符号
発生器１０に相当する。なお図１５（Ｂ）と同じ４次のＭ系列であっても図１５（Ｃ）に
示すような構成にすることもできる。従って本実施形態の符号発生器１０では図１５（Ｂ
）のような構成のみならず、図１５（Ｃ）に示すような構成としてもよい。
【００９４】
また図９では、１つの符号発生器１０が有する線形フィードバックシフトレジスタＬＦＳ
Ｒの２個のタップ（ＬＦＳＲを構成する隣り合うＫ個のレジスタのタップ）に出力される
乱数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成している。しかしながら、複数の符号発
生器が有する線形フィードバックシフトレジスタの２個（Ｋ個）のタップに出力される乱
数系列に基づいて、フィールド選択信号を生成するようにしてもよい。
【００９５】
例えば図１６では２つの符号発生器１０ - 1、１０ - 2を設けている。そして符号発生器１０

- 1（第１の符号発生器）は、フリップフロップＦＦ１ - 1～ＦＦ４ - 1と加算器１２ - 1とフィ
ードバックループＦＬＰ - 1で構成される線形フィードバックシフトレジスタＬＦＳＲ - 1を
有する。また符号発生器１０ - 2（第２の符号発生器）は、フリップフロップＦＦ１ - 2～Ｆ
Ｆ４ - 2と加算器１２ - 2とフィードバックループＦＬＰ - 2で構成される線形フィードバック
シフトレジスタＬＦＳＲ - 2を有する。
【００９６】
そしてＬＦＳＲ - 1のＱ４ - 1のタップからの乱数系列と、ＬＦＳＲ - 2のＱ４ - 2のタップから
の乱数系列が信号ジェネレータ２０に入力される。なお、ＬＦＳＲ - 1、ＬＦＳＲ - 2の他の
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タップ（Ｑ１ - 1～Ｑ３ - 1、Ｑ１ - 2～Ｑ３ - 2）からの乱数系列を信号ジェネレータ２０に入
力するようにしてもよい。
【００９７】
セレクタ２４ - 1は、フィールドカウンタＦＤＣＴへのロード値の設定時には、ＬＦＳＲ - 1

のＱ４ - 1のタップを選択し、カウント値ＣＴのインクリメント時には、インクリメンタ２
２の出力信号ＩＱ１１を選択する。一方、セレクタ２４ - 2は、フィールドカウンタＦＤＣ
Ｔへのロード値の設定時には、ＬＦＳＲ - 2のＱ４ - 2のタップを選択し、カウント値ＣＴの
インクリメント時には、インクリメンタ２２の出力信号ＩＱ１２を選択する。そしてセレ
クタ２４ - 1、２４ - 2の出力信号ＳＱ１１、ＳＱ１２はフリップフロップＦＦ１１、ＦＦ１
２のデータ端子に入力される。そしてＦＦ１１の出力信号Ｑ１１とＦＦ１２の反転出力信
号Ｑ１２Ｂが、フィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２として出力され、これによりフィールドの
選択をランダムに変化させるフィールド選択信号Ｆ１、Ｆ２が生成される。
【００９８】
なお図１６では２つの符号発生器を設ける構成としているが、３つ以上の符号発生器を設
ける構成としてもよい。また図１６のように複数の符号発生器を設ける場合でも、１つの
符号発生器が有するＬＦＳＲの２個以上のタップからの乱数系列を、信号ジェネレター２
０に入力するようにしてもよい。
【００９９】
なお、本発明は本実施形態に限定されず、本発明の要旨の範囲内で種々の変形実施が可能
である。
【０１００】
例えば、明細書中の記載において広義な用語（電気光学装置、表示素子、Ｎ倍、Ｎ個、Ｋ
ビット、Ｋ個、保持手段等）として引用された用語（液晶表示装置、液晶素子、４倍、４
個、２ビット、２個、フリップフロップ等）は、明細書中の他の記載においても広義な用
語に置き換えることができる。
【０１０１】
また、電気光学装置、表示ドライバ、データドライバ、走査ドライバ、符号発生器、信号
ジェネレータの構成は、本実施形態で一例として説明されたものに限定されず、本発明と
均等な範囲内で種々の変形実施が可能である。また乱数系列の発生手法についても本実施
形態で説明した手法と均等な種々の変形実施が可能である。
【０１０２】
またＭＬＳ駆動法も図４（Ａ）（Ｂ）、図５で説明したものに限定されず種々の変形実施
が可能である。例えば仮想データを用いたＭＬＳ駆動法を採用してもよい。またＭＬＳ駆
動法と同様な思想に基づく駆動法にも本発明は適用可能である。
【０１０３】
また、本実施形態では、電気光学材料として液晶を用いる液晶装置に本発明を適用した場
合について説明した。しかしながら、本発明は、エレクトロルミネッセンス、蛍光表示管
、プラズマディスプレイ、或いは有機ＥＬなど電気光学効果を利用した電気光学装置にも
広く適用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】電気光学装置、表示ドライバの構成例である。
【図２】データドライバの構成例である。
【図３】走査ドライバの構成例である。
【図４】図４（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）はＭＬＳ演算の説明図である。
【図５】ＭＬＳ駆動法による走査信号、データ信号の波形例である。
【図６】図６（Ａ）（Ｂ）はＭＬＳにおける分散駆動の説明図である。
【図７】図７（Ａ）（Ｂ）は比較例の説明図である。
【図８】図８（Ａ）（Ｂ）は比較例の問題点についての説明図である。
【図９】本実施形態の符号発生器、信号ジェネレータの説明図である。
【図１０】符号発生器、信号ジェネレータの各種信号の波形例である。
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【図１１】ＣＯＭ１についての比較例と本実施形態のパワースペクトルの例である。
【図１２】ＣＯＭ２についての比較例と本実施形態のパワースペクトルの例である。
【図１３】ＣＯＭ３についての比較例と本実施形態のパワースペクトルの例である。
【図１４】ＣＯＭ４についての比較例と本実施形態のパワースペクトルの例である。
【図１５】図１５（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は符号発生器の説明図である。
【図１６】複数の符号発生器を用いる場合の構成例である。
【符号の説明】
ＦＦ１～ＦＦ４　ＦＦ１１、ＦＦ１２　フリップフロップ、
ＬＦＳＲ　線形フィードバックシフトレジスタ、
ＦＤＣＴ　フィールドカウンタ、
１０　符号発生器、１２　加算器、２０　信号ジェネレータ、
２２　インクリメンタ、２４　セレクタ、１００　表示パネル、
１１０　表示ドライバ、１２０　データドライバ、１２２　表示データメモリ、
１２４　ＭＬＳデコーダ、１２６　レベルシフタ、１２８　電圧セレクタ、
１３０　走査ドライバ、１３２　シフトレジスタ、
１３４　出力イネーブル回路、１３６　レベルシフタ、１３８　電圧セレクタ、
１４０　表示コントローラ、１５０　電源回路、
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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